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留学だより	 5面
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本年度の北海商科祭は、9月22日に、本
学を会場として開催されました。9月に入り、
台風通過や北海道胆振東部地震による停電な
ど災害が相次ぎましたが、商科祭を通じて、
元気に地域を盛り上げたいという学生の思い
がこもった大学祭となりました。

商科祭開催にあたり、学生の実行委員会と
サークル連合執行部など関係する部署では、
節電や余震などからの安全確保を繰り返し話
し合い、確認していました。その想いが通じ
たのか、当日は余震もなく、最後の抽選会は
雨に当たったものの、穏やかな天気のなかで
祭が進行しました。

今回はあらたに、2号館1階にステンドグ
ラス風の「北海商科祭」の飾りと「ミニ・プ

ラネタリウム」が加わりました。どちらもす
ばらしい力作で、昨年から復活したお化け屋
敷とともに、学生達が夜遅くまで設営にがん
ばりぬいた成果です。

特設ステージでは、サークル対抗の早食い
や大学生クイズなどのほか、テレビ番組で
人気の濁点ハンズアップゲームが加わり、ス
テージいっぱいに元気な声とパフォーマンス
が広がりました。また、YOSAKOIソーラン
演舞は、豊平地区のチ－ムの他、区外のチー
ムにもおいでいただき、アーティストのライ
ブとともに、華やかにステージを盛り上げま
した。

今年度は、いろいろな課題に遭遇しました
が、「雨降って地固まる」のたとえ通り、終
盤には良い状態になってきましたので、次年
度につなげていってもらいたいと思います。

（加藤）

北海商科祭報告記

期海外研修派遣夏 が多く、私も挑戦してみようと思いました。
一条：応募後に面接を受けて合格、その後、
３回にわたる事前研修会を通して、カナダの
様々な情報を得たわけですが、現地で挑戦し
ようと思っていたことや期待していたことな
どはありましたか。
内田：英語に苦手意識があったので、日本語
が使えない環境で自分の英語がどの程度通じ
るか不安でしたが、本場の英語を学ぼう、積
極的に交流しようと思っていました。英語は
世界の共通言語なので、将来、外資系や海外
と取引のある企業に就職して、日常的に英語
を使うことも視野に入れられるようにしたい
と。［２面・３面へつづく］

一条：８月８日から９月１日まで、約４週間
にわたる海外研修に本学から７名が参加しま
した。私は今回が初めてのレスブリッジ夏期
海外研修の引率でした。２人にとってはどの
ような経験でしたか。まず参加しようと思っ
た動機から教えてください。
内田：僕は英語力の向上と海外留学が目的で
した。北海商科大（以下、本学）は海外留学
が盛んで、中国・韓国に行く人も多く、友人
にも今回のプログラムでカナダへ行こうと決
めている人がいて、興味を持ちました。
工藤：私は入学前から大学案内で夏期の海外
研修を知り、行こうと決めていました。私の
友人たちの中でも韓国・中国への留学経験者

研修参加者に聞く

夏期海外研修派遣実施
カナダレスブリッジ大学へ

1

2

｢学ぶことが多かったので、モチベーションを
持ち続けて次につなげる勉強をしたい｣という
留学仲間の橘洸太君(写真後列左､商学科2年)
と一緒に。前列左から内田祐希君(商学科2年)、
工藤ことみさん(商学科2年)、後列右職員一条
さん

バンフ国立公園にて
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第13回北海商科祭が開催される！
－響き合う葉音－
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ープンキャンパス開催

期交換研修生来日、
合同授業など行う

去る8月27日、韓国の大田大学校の短期留学プログラムに参加する学生10名(女子10名)
が新千歳空港から出発しました。参加学生は５月に行われた留学生選抜試験に合格した学
生です。本学の提携校である大田大学校において、約５ヶ月間にわたり、語学プログラ
ムを中心に韓国文化や生活風習についての留学プログラムを受講し、来年の１月に帰国
する予定です。また、9月3日に中国の山東大学(威海)の短期留学プログラムに参加する７
名(男子４名、女子３名)、煙台大学の同プログラムに参加する６名(男子４名、女子２名)、
合計13名が新千歳空港を出発しました。参加学生は同じく５月に行われた留学生選抜試
験に合格した学生です。各協定校において、約５ヶ月間にわたり語学プログラムを中心に
中国文化や生活風習についての留学プログラムを受講し、来年１月に帰国する予定です。

（水野）

去る7月9日、本学の交流協定校である中国山東大学威海校・煙台大学から18名（男４
名､女子14名）の研修生が山東大学の黄明玉先生の引率で千歳空港に到着し、当日、すぐ
本学北見校地に向かいました。10日から17日までの８日は北見校地にて日本語研修を受
け、15日には屈斜路湖・網走・オホーツク原生花園・網走監獄(博物館)などを見学。17
日には北見市立北光小学校の授業を参観しました。18日に札幌に移動し、19日から27日
までは本学８階の開発政策研究所で日本語研修を受けたほか、学外研修(札幌時計台、道
庁赤レンガ、札幌駅、北海道大学構内などの見学)、郊外研修(酪農と乳の資料館、支笏湖、
カルビー、キリンビールパーク)などを行いました。30日の午後には森本学長・理事長宅
で修了式が行われ、研修生一人一人に森本学長・理事長手ずから修了証書が手渡され、夕
食会が行われました。研修生一行は翌31日に札幌を離れ無事帰国しました。（水野）

短

オ
今年度のオープンキャンパスは、６月24日㈰、８月8日㈬・9日㈭、９月30日㈰の３期

延べ4日間にわたり、午前10時から午後4時までの時間帯で開催しました。
主な内容としては、先ず全体説明会において、入試・広報センター長挨拶の中で、本学

の建学の精神や歴史、アドミッションポリシーなどを紹介し、続いて事務長より本学の特
色（カリキュラム・大学生活・就職状況）や入試制度などについての詳細な説明を行いま
した。また、模擬授業では恒例の中国語・韓国語・英語の会話に重点を置いた語学体験に
加え、商学科や観光産業学科などの専門的な内容を分かりやすく伝える模擬講義を実施し、
来学者に本学での学びの一端を体験してもらうことができました。

受験者や保護者からの相談に応える個別相談コーナーでは、入試・広報センター委員が
終日対応に当たり、活発な質疑・応答が行われました。また、高大接続改革を見据えて昨
年度から実施した公募推薦入試（Ⅱ期）のプレゼンテーションについて解説する特設コー
ナーを設け、受験生に理解を深めてもらいました。

学生の協力を得て行うキャンパスツアーでは、先輩のアドバイス付き学内案内とともに、
2号館1階にカフェスペースを設け、夏にはかき氷を頬張りながら、また、秋にはお茶や
韓国のお菓子を味わいながら、本学学生と来学者とが歓談する場面もありました。

本年度のオープンキャンパスへの来学者は450名となり、過去最多となった昨年の459
名に迫る結果となりました。春と夏には、過去最多となる358名（昨年342名）の来学が
ありましたが、秋には減少しました。北海道に甚大な被害をもたらした地震や台風などの
影響もあったものと思います。

ご協力を頂いたアンケートからは、札幌市内に加え、地方からの参加が多かったこと、
保護者の割合が高くなっていること、女子の割合が高くなっていることなどが見て取れま
した。少子化が進行し、高大接続の三位一体的な改革が推進される中、オープンキャンパ
スの一層の改善を図って参りたいと思います。（堂徳）

換留学生が
出発

短期留学生と日本人学生との交流を図るため、7月27日に本学の中国語履修一年生との
合同授業を実施しました。

合同授業において、まず短期留学生に「日本における観光立国政策の効果」を紹介した
あと、７つのクループを分け、中国人学生は日本語を、日本人学生は中国語を用いて自己
紹介をしました。本学の一年生は、語学力がまだ入門レベルにもかかわらず、一所懸命に
身振りや手振りで言葉を交わし、多くの学生は筆談を通して交流を深めました。また、中
国人学生は山東大学や煙台大学の様子や町の風景を紹介し、留学に行く派遣学生の質問に
熱心に答えてくれました。最後にみんなで「朋友」という歌を熱唱して合同授業を終えま
した。（蘇）

工藤：事前研修会でプログラム内容を知り、
とても楽しみでした。同時に文化の違いや言
葉が通じるかどうか、人見知りの性格も相
まって、不安もありました。でも自分から喋
らないと伝わらないので伝えようとする気持
ちが大事だと思い、参加しました。
一 条：カナダでの研修は、平日の午前に
ESL(英語学習)、午後からは様々な交流行事
プログラムを体験しましたがどうでしたか。

工藤：講義はゆっくりとわかりやすく、つい
ていけないということはありませんでした。
ただ、最初は会話の中でLとRの発音の違い
を表すのが難しく、なかなか伝わらないこと
もあったのですが、少しずつ改善できたと思
います。
内田：本学ではブライアン先生の英語の講義
を受けているのですが、先生は日本人特有の
発音に慣れているので多少の発音ミスがあっ

写真上：研修生と本学教職員記念写真
写真右：研修修了式での山東大学威海校研修生
代表による挨拶　
写真左：短期留学交換研修生プログラムの日本
語学の授業　

4 6

3

5

写真上：全体説明　下左：韓国語の模擬講義　下右：学生スタッフによる
Shoka Cafe（かき氷の提供と現役学生からのアドバイスを受けられます）

写真左：出発前の韓国交換留学派遣学生　写真右：出発前の中国交換留学派遣学生と同行する教員

商学科２年
内田 祐希君

商学科２年
工藤 ことみさん

職員
一条 昌弘さん
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２
後期２年次ガイダンス

前期 後期

　　　 ガイダンス / 講座等名 　　  実施日 　　  ガイダンス / 講座等名 　　　　 実施日　

第１回 就職ガイダンス 4 月 18 日 ㈬ 第３回 就職ガイダンス 10 月 3 日 ㈬

本当の就職活動の現状ついて
= 企業の視点から =

4 月 25 日  ㈬ 自己分析講座 10 月 24 日 ㈬

本当の就職活動の現状ついて
= 就職情報社の視点から =

5 月 9 日  ㈬ 企業研究講座 1 11 月 7 日 ㈬

学外インターンシップについて 5 月 23 日  ㈬ 企業研究講座 2 11 月 21 日 ㈬

学外インターンシップ（実践編）
※予約制（定員 40 名）

6 月 6 日 ㈬ SPI 模擬試験受験会 11 月 27 日 ㈫〜 29 日 ㈭

適性検査受検　※予約制
※どれか 1 日参加ください

① 6 月 12 日 ㈫
SPI 模擬試験受験フィードバック 12 月 12 日 ㈬② 6 月 13 日 ㈬

③ 6 月 14 日 ㈭

適性検査結果フィードバック 7 月 4 日 ㈬ ES・履歴書・面接・GD 講座 1 月 16 日 ㈬

第２回 就職ガイダンス 7 月 11 日 ㈬ 第４回 就職ガイダンス 1 月 23 日 ㈬

メイク講座（女子学生対象） 1 月 30 日 ㈬

個別面談 決定次第お伝えします

2017年度(2018年3月)に全国の大学を卒業した者の就職率は、就職希望者に占める就職
者をサンプル調査した「大学等卒業者及び高校卒業者の就職状況調査」（文科省・厚労
省）で98.0％(前年度比プラス0.4ポイント)、全卒業者に占める実際の就職者を集計した
「平成30年度学校基本調査」(文科省)で77.1％（前年度比プラス1.0ポイント)で、いずれ
も就職率は継続的に改善しました。この傾向は企業の新卒者をめぐる採用姿勢にも現れて
います。企業は2018年度採用にあたって引き続き積極的ですが、採用予定者数の確保率
では、上場企業より非上場企業で、規模では従業員規模1,000人以上の企業より300人以
下の企業で、業種別では建設、小売、サービス・インフラ、製造、ソフトウェア・インフ
ラなどで、相対的に低い(未達成)傾向がみられるようです。

今年度も会社説明会開始・採用情報公開が3月、選考開始が6月の日程に変更はなく、
就職活動は3月1日から解禁となりました。しかし実際の選考開始時期が徐々に前倒しさ
れていることから、選考前の準備（志望企業の選択、筆記試験対策、エントリーシートの
作成など）に費やせる時間がますます短くなっているようです。年々就活の短期化が進ん
でいるので、企業の選考を経験しながら自己の反省点を徐々に改善していく従来型の就活
対応が、徐々に効果を落としつつあります。この意味で2019年度卒業者にとっては、事
前にどれだけ準備を整えられるかが重要となっています。また内定の二極化が進んでいる
のも特徴です。報道などでは、比較的早い時期に就活を終了する学生の割合が増える一方
で、9月以降も就活を続ける学生が目に付くようです。

今年度３年生向けには前期８回、後期９回の就職ガイダンス・就職支援講座を開催し、
あわせて個別面談を実施、個別相談には随時対応しています。合同企業説明会(共催 北海
学園大学)も3月から10月にかけ4回延べ７日間に渡り実施しますので、積極的に参加し、
利用してください。（村松）

期ガイダンス
実施後

平成30(2018)年度後期ガイダンスを９月13日と14日に実施しました。これまで４年次
生以外のガイダンスは１号館３階の２教室を会場として分割して実施していましたが、ガ
イダンス運営の効率化を図るため、後期ガイダンスは２号館５階の多目的ホールへ会場を
移して全年次１会場で実施しました。13日午前に３年次、午後に２年次、14日午前に１
年次、午後に４年次、それぞれの年次生に必須の連絡事項と注意事項について、教務セン
ター、学生支援センター、キャリア支援センターがガイダンスを実施しました。教務セン
ター長からは、本学の３つのポリシー（ディプロマ・カリキュラム・アドミッション）が
説明され、学生達は大学の基本方針を確認しました。併せて、講義中の基本マナーの確認
やコンピュータ教室内での飲食禁止の徹底など、講義受講上のルール遵守を図るための指
導も行なわれました。各学年のガイダンス終了後に２年次と３年次の専門ゼミナール申し
込みと履修許可発表を行い、9月18～19日の期間にGPAポイント順に各学年の履修登録
を行いました。履修登録科目の訂正は9月20日と21日に実施し、後期の講義は9月25日か
らスタートしました。（佐藤博樹）

学部入試への移行に伴う２年次後期の所属学科決定作業は、今年度で７回目となりま
した。学生の所属学科志望を考慮し、両学科の入学定員に対し志望が偏った場合には、1
年次の成績評価に基づくGPAポイントを活用して所属学科の選考を行うことを１年次か
ら周知して、３月23日に新２年次ガイダンス、５月23日に第1回所属学科選考ガイダンス、
６月5～14日にかけて両学科の専門ゼミナール見学会を実施しました。６月27日に第２回
所属学科選考ガイダンスを実施した後、CoursePowerを利用して「志望学科届」を受け
付け、選考作業を行いました。選考対象学生222名に対し、学科ごとの志望結果は商学科
84名、観光産業学科110名、志望学科届未提出者28名となりました。観光産業学科への
志望者が両学科の定員比率（商２：観１）に基づく定員74名を超過したため、超過人数
分36名と未提出者28名を商学科所属とし、最終的に商学科148名、観光産業学科74名で
所属を決定しました。後期ガイダンス前の９月12日に選考結果をCoursePowerと学内掲
示板で発表しました。（佐藤博樹）

ても理解してくれます。ただ、カナダで担当
してくれたジル先生には正しく発音しなけれ
ば理解してもらえないので、発音はかなり鍛
えられました。
一条：今回の研修で思い出に残っていること
はありますか。
内田：レスブリッジの人口は９万人ほどと少
なく、のどかな街でした。大学は丘の上に位
置しており、鹿やウサギなどの野生動物が当
たり前のように大学敷地内にいる環境で驚き
ました。ホストファミリーには地元のお祭り
に連れて行ってもらったり、年齢の近い息子
さんと遊んだり、とても良くしてもらいまし
た。ピアパートナーのハン君も、家に招待し
てくれたり、最後の見送りも朝早いのにきて
くれたり、親切にしてくれました。
工藤：週末に訪れたバンフは言葉では表せな
いほど神秘的で雄大な湖と山があり、西欧風
の街並みも印象深かったです。それと、ホス
トファミリーがとても優しい人たちで、いつ
も気にかけてくれました。週末にはショッピ

ングに連れて行ってくれたり、私のためにわ
ざわざ日本米のご飯を炊いてくれたり、ホ
ストファミリーとの日常が何より楽しかった。
私は最初ホームシックになったのですが、お
別れの日が近づくにつれ、日本に帰りたくな
くなるくらい名残惜しかったです。
一条：最後に今後の抱負を教えてください。
工藤：レスブリッジを離れる時、ホストファ
ミリーに英語でうまく気持ちを表現できな

かったので、もっと自分の考えや思いを自由
に伝えられるよう、継続して英語を勉強し続
けたいと思います。
内田：僕も英語を日常会話として難なくこな
せるように身に付けたいと思います。また、
ホストファミリーやハン君とはこれからも連
絡を取り合い、またいつか会いたいと思って
います。
一条：私も３年前までの７年半の間、レスブ

リッジ大学との交流を担当して、その中で多
くの友人関係を築くことができました。今回
急遽ホストファミリーを探さなければならな
くなった時に、彼らの協力のお陰で問題を迅
速に解決することができました。それぞれに
今回の経験を大事にして、これからもそのつ
ながりを継続していきたいですよね。今日は
ありがとうございました。
　　　　　　　　　　 （11月30日座談会）

3年生対象 就職ガイダンス・講座および就活支援イベントのスケジュール一覧 ［2018年度］

◎� 合同企業説明会（4 年次）：2018 年 3 月〜 10 月に 4 回
　（北海学園大学キャリア支援センターとの共催）

夏季休業明けの9月13日に行われた３年次後期ガイダンス

3年後期キャリア支援ガイダンス（9月） 合同企業説明会（3月）

9月13日実施の２年次後期ガイダンス

レスブリッジ大学での研修　写真左からジル先生のESL講義風景、最後の講義後に記念撮影、大学内のレストランでウェルカムランチ
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左から川原君・渡辺さん、右から３人目が江良君、4人目が本学蘇林教授

写真上から、弁論の部でスピーチする江良和
真君、渡辺萌香さん

写真左：スピーチする松本遥香さん　写真右：表彰式の様子

10月14日、札幌市にて北海道日中友好協会
が主催する「第36回全日本中国語スピーチコ
ンテスト北海道大会」が行われました。大会に
は中国語を学んでいる中学生、高校生、大学生
並びに社会人が大勢出場し、普段の学習成果を
披露しました。本大会は、毎年「朗読の部｣、｢
暗唱の部」と「弁論の部」に分けて行い、本学
2年の江良和真君は「朗読の部」の2位、渡辺
萌香さんは「弁論の部」3位、川原凌君は「弁
論の部」の特別賞を受賞しました。

本学の参加者全員は、プレッシャーに負ける
ことなく平素の学習成果を披露しました。特に
シャイな江良和真君は、課題文を明快な声で
朗読し、優勝をかけて競り合った結果、みご
とに2位を受賞しました。また、渡辺萌香さん
は「中国や中国人に対する印象｣、川原凌君は
「点と線との連結」というタイトルで、中国留
学の見聞やアルバイト先での経験を通しての自
らの見解を述べ、審査員に高く評価されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蘇）

私は、平成30(2018)年8月20日から8月26日に韓国で開催された第15回東北アジア(日
中韓)青年フォーラムに参加しました。日本人の参加者は14名で、北海商科大学からは過
半数の7名が参加をしました。

討論の議題は毎年異なり、今年は「第四次産業革命と青少年」という議題で討論を行い
ました。討論会は３つのサブテーマに分かれており、同じサブテーマを共有するグループ
毎に分かれ、各自の事前調査に基づき意見交換を行い、後に意見交換のまとめを全体で発
表するものでした。また、フォーラムは討論会だけでなく施設見学や市内散策、文化交流、
文化体験の場も設けられていました。

討論会に向けて日本チームは、サブテーマのグループ毎に分かれ事前準備を念入りに行
いました。事前準備までの段階では特に問題なく、スムーズに意見交換することができま
したが、３カ国での討論となると、言葉や文化の違い、意見の食い違いで、討論会の進行
は難しいものとなりました。多言語が飛び交いながら、意思疎通の難しさを感じ、異なる
文化や価値観を持った学生が集まり意見を共有する機会はなかなか無いと感じました。文
化交流と文化体験では、各国の文化を知る機会でもあり、個々人の親密度を深める時間と
なりました。施設見学も第4次産業に関する企業の方のお話を聞くことができ、7日間に
わたって貴重な体験をすることができました。

10月6日に北海道農業経済学会主催(共催 北海商科大学他)
のシンポジウムが本学にて開催されました。

本シンポジウムは、「北海道の基幹産業である食産業の競
争力維持・強化に向け、その要である「物流」の果たす役割
と様々な課題を検証し、食料基地北海道の更なる発展と物流
強靭化に向けた具体策を提案する」ことを狙いとしました。

シンポジウムでは、本学教授で主催学会・会長の阿部秀明
からの「座長解題(テーマの狙い・議論のポイント等)」を受
けて、4名のパネリストより、物流が抱える課題や取組につ
いて報告がなされました。第１報告では本学教授の相浦宣徳
氏より「物流分野から農業分野への北海道物流に関する問題
提起」を、第２報告ではホクレン管理本部物流部・部長の児
玉卓哉氏より「道産農畜産物の道外輸送の実態および課題と
ホクレンの取組みについて」、第３報告ではJAきたみらい
営農振興部・部長の河田大輔氏より「物流の変革期における
産地の実情と課題について」、第4報告では富良野通運株式
会社・専務の永吉大介氏より「北海道物流の課題が地域に与
える影響とその対策」について、ご講演を頂きました。その
後、参加者の皆様方とともにパネルディスカッションが行わ
れました。

一般参加を含め百数十名のご参加を賜り、白熱した議論の
中で盛況に終えることができました。参加頂いた皆様に、こ
の場を借りて深甚より感謝申し上げます。（阿部）

11月10日に北海道⽴近代美術館講堂にお
いて開催された第20回北海道韓国語弁論大会
（主催：札幌韓国教育院・北海道韓国学園）に
おいて本学２年生の松本遥香さんが「日韓交流
を通して学んだこと」、同じく吉崎萌さんが
「韓国人の友達と私」というテーマで発表を行
い、奨励賞を受賞しました。この大会は北海道
の地域社会における韓国に対する理解と韓⽇友
好親善の拡⼤を目的として毎年11月に実施さ
れています。

また、去る7月15日、韓国教育省・国立国際
教育院が主催し、駐日韓国大使館・韓国教育財
団が主管する韓国語能力試験が本学を試験会場
に実施されました。この試験に本学の１～３年
生21名が受験し、最上級の６級に３名、５級
に５名、４級に３名が合格する快挙をあげまし
た。（水野）

観光産業学科 3 年  須田 桃加

北海道韓国語弁論大会で奨励賞を受賞した吉
崎萌さん(左)と松本遥香さん(右)、中央は本
学李鳳准教授

写真上：日本チームの参加者と　写真下：本学の仲間と シンポジウムに登壇した５人のパネリスト
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韓国語弁論大会受賞と韓国語能力試験の実施

日 シ中韓青年フォーラムへ
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▪外国語スピーチコンテスト▪
全日本中国語スピーチコンテスト北海道大会で入賞



	 テーマ	 氏名	 高校名・学年

1位	 観光スポット	 小野 満梨奈	 北海道千歳高校３年

1位	 グルメ	 紅屋 華穂	 北海道札幌国際情報高校３年

2位	 グルメ	 鈴木 美保	 北海道札幌国際情報高校３年

2位	 お土産	 熊谷 有紗	 北海道札幌国際情報高校３年

3位	 観光スポット	 坂井 荘太	 北海道札幌国際情報高校３年

3位	 観光スポット	 大越 紀尚	 北海道札幌国際情報高校３年

3位	 観光スポット	 野尻 彩音	 北海道札幌国際情報高校３年

3位	 グルメ	 神田 真都	 北海道札幌国際情報高校３年

3位	 グルメ	 井川 将志	 北海道追分高校３年

3位	 観光スポット	 三浦 知咲歩	 藤女子高校1年

私は現在、約５ヶ月間交換留学生として中国の煙台大学に留学
しています。初めての留学で不安もありましたが、たくさんの
方々のおかげで充実した留学生活を送っています。現地の方の話
す中国語はとても早く発音も難しいので、苦労することも多いで
すが、努力を重ね少しずつ理解できるようになってきました。実
際に中国に来て中国の文化や習慣に触れることができるのは、と
ても良い経験だと思います。

クラスメイトの韓国人や日本語を勉強している中国人だけでな
く、いろんな国の方と交流できているのも魅力の１つです。なか
でも、中国語を話さなければならない環境が、語学力の向上にお
いて有益なものだと思います。日常的に使わざるを得ないので、
わからない言葉は寮に帰ってから調べたり中国人の友達に聞くな
どして、日々成長できていると思います。

また、異国での生活は初めてのことが多く、新しいものの見方
を得ることができるので、語学面以外でも成長できていると思い
ます。約２ヶ月経ちましたがこれからも語学力向上・異文化理解
のために日々努力し、感謝の気持ちを忘れず、充実した留学生活
にしていきたいです。

留学生活も約２ヶ月が経ちました。今は楽しい中国生活も中国
に来た当初は不安でいっぱいでした。慣れない味付けの料理、上
手く話せず、聴き取りに苦戦する中国語、初めての寮生活。毎日、
本当に驚くことばかりです。

その中でも、私が１番印象に残っている出来事は2泊3日の青
島旅行です。自分たちで慣れないながらも電車のチケットの手配
やホテルの予約などをして、綿密に計画を立てました。いざ、青
島に行ってみると威海とは違う景色、食べ物など、新たな発見が
沢山ありました。街の人は皆んな優しくて、素敵な出会いにも沢
山恵まれました。楽しくて、とても良い思い出になりました。

山東大学では、留学生の交流会が沢山行われており、中国の文
化なども少しずつわかってきました。中国や韓国など色々な国の
人と友達になることも出来ました。一緒に食事や遊びに行き、お
互いの国の文化について話したり、お互いの国の言語を教えあっ
たりするのはとても刺激になり、とても楽しいです。

留学生活も残り約２ヶ月となりました。これからは、HSK４
級取得のため日々精進し、皆んなで合格できるように頑張ります。
そして、もっともっと沢山の経験をして、留学生活をより良いも
のにしていきたいと思います。

私は韓国に来て大変だったこと、そして楽しい思い出が沢山あ
ります。

まず大変だったことは、寄宿舎についてです。冷蔵庫と電子レ
ンジが１ヶ月無くて、毎日コンビニや店で食べたのでお金がすぐ
に無くなってきました。そして一番大変なことはバスに乗ること
です。韓国は基本的に車のスピードが速く、手すりがあっても立
つのが辛くて最初の頃は転ばないように耐えるのが大変でした。
日本ではありえないことです。しかし、楽しいことが溢れてます。
週末に友達と遊びに行って買い物したり美味しい食べ物を食べる
ことはとても幸せです。韓国は1200円でサムギョプサルの食べ
放題があります。日本では決してできないことなので韓国を訪れ
たらぜひオントリセンコギへ行ってみてください。

学校の生活の中でも楽しいことが沢山あります。学科対抗のス
ポーツ大会が楽しかったです。また毎日の授業でベトナム、中国、
カナダの友達と話すことも本当に楽しい時間です。今は日本に帰
りたくない、友人たちともっと一緒にいたいという気持ちでいっ
ぱいです。

残された時間を勉学に励み、友達との思い出に有意義な時間を
過ごしたいと思います。

商学部１年  印牧 明日香　　　中国・煙台大学留学 商学部１年  北原 幸枝　　　中国・山東大学（威海）留学 商学部１年  大島 万和花　　　韓国・大田大学校留学

今年度の北海商科大学主催 高校生懸賞作文には道内各地から65編の応募がありました。
この懸賞作文の募集は、高校生の鋭い観察眼で現代の市場、マーケティングに関心を持っ
て頂くことを趣旨として、2012年度より実施し今回で６回目です。

作文のテーマは例年に引き続き「①日本も含めアジアの人に広く薦めたい私のまちの観
光スポット」「②日本も含めアジアの人に広く薦めたい私のまちのグルメ」「③日本も含
めアジアの人に広く薦めたい私のまちのお土産」のうちどれか一つを選んで応募していた
だきました。厳正な審査の結果、表のとおり10名の方々が入賞されました。

表彰式は12月1日に本学で開催、入賞者には伊藤昭男学部長より、表彰状と副賞（図書
券）が手渡され、引き続き審査講評と懇親会が行われました。（橋元）

中国雲南省昆明市の雲南民族大学で9月26日、北海学園北東アジア研究交流センター
(HINAS)と中国社会科学院世界経済政治研究所(IWEP)が、日中の経済協力の可能性を探
る「中日経済国際学術シンポジウム」を開催しました。

HINAS副所長の西川博史・本学教授は、中国の経済力や技術水準の向上に伴って、米
中経済摩擦が激化した状況について、「日本は1980年代に経験ずみだ」と日米貿易摩擦
との類似を指摘したうえで、中国は日米と異なる発展モデルを模索すべきではないかと提
言しました。IWEPの張宇燕所長は、米国トランプ政権の保護主義が「ＷTO(世界貿易機
関)体制の危機を招いている」と批判したうえで、日中両国は自由貿易協定(FTA)や第三国
に対する経済支援など、多くの分野で協力を深められると指摘しました。

阿部秀明・本学大学院研究科長は、中国でも関心の高い「植物工場」について、千葉県
の先進的な取り組みを紹介しました。また日中の技術協力について伊藤昭男・本学商学部
長は、両国の業界団体が電気自動車の充電池の次世代規格を統一することで合意した事例
を挙げ、技術標準化を両国で推進することの意義を強調しました。このほか石原享一・本
学教授が、日中経済が内包する課題について報告したほか、蘇林教授が日本の観光立国政
策について、北海道国際交流・協力総合センターの高田喜博研究員が北海道開発の歴史と
課題について、佐藤千歳准教授がアイヌ民族と日本の観光政策について報告を行いました。

会議には、HINASやIWEPの関係者のほか、雲南民族大の研究者など計100名あまりが
出席しました。（佐藤千歳）

中国雲南省
昆明市で開催

入賞者一覧［敬称略］

多くの体験をし交流を深めています。山東大学日本語学科のみなさ
んと。前列右が北原さん

スポーツ大会で見事３位となった仲間たちと。後列右から4人目が
大島さん

樋口君（写真中央）の誕生日をクラスメイトと一緒にお祝い。
樋口君の右が印牧さん

写真上は雲南民族大学の中庭に集まった北海道と中国からのシンポジウム参加者
写真下は日中経済協力の可能性について話し合った国際学術シンポジウム

写真左：入賞者の皆さんと　写真右： 表彰式後の審査講評
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留学だより

賞作文の表彰
第6回 高校生懸日経済国際学術

シンポジウム中



● 中鉢 令兒 教授

研究室で誇るべき研究は少ないが、輩出した研究者は、アジアレベルでも評価が高い
葛西洋三君(前任校)と泉澤圭介君である。ともに学生時代に国際学会(オーラルセッショ
ン)で認められた学生である。葛西君は、因子分析がまだ林数量化Ⅰ類などと呼ばれて
いた時代で、教員と学生がノーサイドで研究を進めた。彼が２年目の時、北大でアジア
都市計画国際学会が開かれ、真価を問うために応募することにした。採択総数53編の
中に、僕らの論文を発見した時は、最高の喜びだった。第一筆者が学生の論文は、唯一
だった。彼は今台湾静宣大学の准教授である。博論執筆中の泉澤君は、セブで開催され
た2018APTAでベストペーパー７に選ばれた。日本では、査読で落ち続けていたので
オリジナリティでは折り紙つきであったことに安堵した。僕のしたことは、論文のフ
レームを改変・提案した連名者に過ぎないが、研究歴で特筆できることだった。そのレ
ベルで誇れる研究は、UCFの原先生と札幌市とのMICE研究である。その折にもUCFの
留学生霜越君の協力を得た。40余年に渡る研究生活であったが、優秀な学生に引きず

「或る研究者の備忘録」

策の検証のため、1月の雨の中凱旋門の屋上に
登ったことが一番の思い出である。北欧旅券同
盟の検証でヘルシンキに滞在したことも懐かし
い。週単位貸しのアパートで過ごしたが、駅周
辺のスーパーで１日の食材を買うのが日課だっ
た。いつも初老夫婦で覚束ない英語で買い物を
したが、いつも誰かが助けてくれた。アパー
トから徒歩で15分程度の場所だったので、ト
ラム代を節約するために何時も歩いて通ったが、
フィンランドの日々の生活を垣間見ることが出

研
究
が
第
１
弾
。
ま
た
、

前
期
は
札
幌
市
が
地
域

住
民
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

な
ど
と
も
連
携
し
て
再

開
発
を
進
め
る
「
創
成

東
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
研
究
対
象
に
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
課
題
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
調
査
、
分
析
を

進
め
た
上
で
、
事
業
に

関
わ
っ
て
き
た
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
「
ノ
ー

ザ
ン
ク
ロ
ス
」
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
成

果
を
報
告
書
に
ま
と
め

ま
し
た
。

９
月
か
ら
始
ま
っ
た

今
期
ゼ
ミ
の
研
究
対
象

は
「
札
幌
駅
総
合
開
発
株
式
会
社
」。
同
社
は
Ｊ
Ｒ

札
幌
駅
に
直
結
す
る
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
に
「
札
幌
ス
テ
ラ

プ
レ
イ
ス
」「
ア
ピ
ア
」「
エ
ス
タ
」「
パ
セ
オ
」
な

ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
抱
え
、
市
内
で
は

最
大
の
集
客
規
模
を
誇
る
複
合
商
業
施
設
の
管
理
運

営
会
社
で
す
。
こ
こ
で
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
流
通

に
関
す
る
基
礎
理
論
で
あ
る
「
売
買
集
中
の
原
理
」

「
小
売
り
の
輪
仮
説
」「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
仮
説
」
な

ど
を
も
と
に
、「
こ
の
複
合
商
業
施
設
の
特
徴
を
分

析
し
、
今
後
の
発
展
方
向
を
考
察
せ
よ
」
と
い
う
も

の
で
す
。

今
期
の
ゼ
ミ
生
は
２
年
生
14
名
、
３
年
生
10
名
の

合
計
24
名
。
３
〜
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
今
回

の
課
題
に
取
り
組
み
、
調
査
研
究
の
成
果
を
報
告
書

に
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
取
材
に
訪
れ
た
日
は
全
員

に
よ
る
中
間
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
と
に
後
日
行
わ
れ
る
同
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
項
目

を
決
め
る
た
め
内
容
も
真
剣
な
も
の
で
し
た
。
山
田

有
祐
美
さ
ん
（
２
年
生
）
は
「
田
村
先
生
の
講
義
が

面
白
く
、
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
い
こ
の
ゼ
ミ

を
選
択
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
田
航
希
君

（
３
年
生
）
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
も
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ゼ
ミ
で
は
そ
れ
を
流
通
な
ど
の
現
場
を

通
し
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
そ
の

魅
力
を
語
り
ま
す
。

田
村
亨
教
授
の
専
門
分
野
は
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域

開
発
、
商
業
空
間
整
備
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
物
流

と
管
理
）
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

か
ら
田
村
教
授
が
コ
マ
ー
ス
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
取

り
上
げ
て
い
る
主
要
テ
ー
マ
は
商
業
空
間
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
で
す
。
魅
力
あ
る
商
業
空
間
は
な

ぜ
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
・
お
金
を
引
き
寄
せ
る
の
だ

ろ
う
か
。
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
商
業
空
間
の
拠

点
整
備
事
業
や
、
に
ぎ
わ
い
空
間
づ
く
り
な
ど
を

対
象
と
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
の
手
法
、

消
費
者
の
行
動
理
論
、
企
業
の
立
地
戦
略
、
流
通
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
理
論
な
ど
、
現
代
ビ
ジ

ネ
ス
を
理
解
す
る
上
で
必
要
な
専
門
的
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
田
村
ゼ
ミ
の
大
き
な
特
色
に
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
は
「
理
論
を
把
握
す
る
た
め
に

現
場
に
出
よ
う
」
と
い
う
田
村
教
授
の
考
え
方
で
す
。

そ
う
し
た
方
針
の
も
と
で
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
講
義

だ
け
で
は
な
く
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
街
へ
出
て
札
幌
市

内
で
商
業
空
間
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
管
理
運
営
会
社
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
研
究
報
告
書
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
札
幌
駅
前
通
り
の
地
上
と
地
下

（
チ
・
カ
・
ホ
）
を
魅
力
あ
る
都
心
の
顔
と
し
て
育

て
、に
ぎ
わ
い
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る「
札

幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
対
象
と
し
た

来た。最近は、インド文化圏の研究が多い。この領域だけは、敬遠され単独行動である。
まあそういった意味では、研究活動は、家族共同体の理解なくしては、如何ともし難い。
何かと研究のヒントをくれたO北大名誉教授は、「緩やかなアソシエーションとしての
研究者の家族」と函館でそばを打ちつつ語っていた。O先生には、随分ご無沙汰して失
礼しているなと思った。

られてここまで来たことに感謝以外の
言葉はない。また当研究の留学生郭倩、
劉潔君（筑波大博士在学）の国際学会
での発表も特筆できる。僕の研究の中
心は、あくまで観光政策論の範疇の研
究だった。政策論は、実際に現地に
行って調べなければ、砂上の空論に過
ぎなく誤りも多い。日本の場合はいい
が海外の場合は資金がいり、検証には、
最低1週間の滞在が必要である。オー
スマンの偉業とその後のパリ都市政

創 業：	1968年　
本 社 所 在 地：	�愛知県名古屋市ほか全国５都市に

事業所
事 業 内 容：	�自動車用アルミホイール、各種

カ ー 用 品 を 、 全 国 の カ ー 用 品
ショップやタイヤショップへ卸売
りする総合商社。近年は中国にも
進出して関連会社を設立

■ 株式会社共豊コーポレーション 会社概要

現在は株式会社共豊コーポレーションという、自動車パーツのア
ルミホイールをメインに、商社としてオートパーツの卸売を行う会
社に勤務しています。担当業務は自社ブランド品のホイール開発や
品質管理、中国勤務の中国人社員の育成に当たっています。この勤
務先を志望した理由は営業職を希望していたとともに、大学で学ん
だ中国語や留学経験を役立てたいと思ったからです。

就職活動で心がけた点は、皆さんも周りの友人等の状況がプレッ
シャーになる人がいると思いますが、自分のペースで根気よく就職
活動をしたことが良い結果を伴ったと思っています。集団面接で一
発芸はしない方が良いです。「滑ってもメンタル強いです。」とい
うアピールは通用しませんでした。(笑)

北海商科大学は第一志望ではなかったのですが、そのことでより
いっそう大学在学中に体育祭実行委員会や大学祭実行委員会などの
運営と行事に力を入れて関わりました。これらの委員会を通して、
先輩・後輩・仲間、大学関係者の方々と交流を深めることが出来ま
した。行事を全員でやり遂げた事、共有できた時間が大学生活をよ
り充実させることに出来、今となっては非常に良い思い出です。

また、中国留学もカルチャーショックの連続で、異文化を楽しみ
ながら学ぶことが出来ました。中国語や留学中に環境に適応してい
たことが、中国勤務時の仕事や私生活で役に立ちました。ぜひ皆さ
んも語学や留学など大学生活を充実したものにしてください。

●株式会社共豊コーポレーション
　中居 裕作さん

［平成23(2011)年 本学商学部商学科卒業］

田村ゼミの皆さん。写真下は研究成果のプレゼンテーション

写真左：勤務先での中居さん
写真上：大学祭実行委員として大学祭で活動する中居さん

MICEプログラム：ベネフィット・パートナーシップで
プレゼンターと（ポートランド）

パ
シ
ュ
パ
テ
ナ
ー
ト
の
修
行
僧
（
サ
ド
ゥ
ー
）
た
ち
と
歓
談
後
の

記
念
撮
影
（
ネ
パ
ー
ル
）

APTAでベスト７論文に選ばれて、カナダの
研究者と泉澤君との記念ショット（セブ島）
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商
学
科
で
は
、
多
様
化
す
る
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
学
際
的
な
も
の
を
含
め
幅
広
く
学
び
ま
す
。
２
年
生
後
期
（
第
４

セ
メ
ス
タ
ー
）
か
ら
始
ま
り
、
４
年
前
期
（
第
７
セ
メ
ス
タ
ー
）
ま

で
続
く
コ
マ
ー
ス
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
〜
Ⅳ
は
、
そ
れ
ま
で
学
ん
で

き
た
知
識
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
習
熟
度
を
高
め
る
こ
と
が
目
的

の
専
門
ゼ
ミ
。
今
回
は
田
村
亨
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
訪
ね
ま
し
た
。

17

16

18研究のいま

田
村 

亨 

教
授 

●
コ
マ
ー
ス
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

OB・OG NOW ! 



平成30年度体育祭「Fight as one!!〜一致団結して勝利を目指せ〜」
本年度の北海商科大学体育祭が、11月17日に北海道青少年会館コンパス体育館で行

なわれました。
会場の北海道青少年会館は、1972年の札幌冬季オリンピックの際にはプレスセン

ターとなった滞在型複合施設で、体育祭は、長らくお世話になったNTT北海道セミ
ナーセンタ体育館から、会場を換えての初めての開催になりました。

当日は１年生から４年生まで、バレーボール15チーム、玉入れ18チーム、バスケッ
トホール17チームで熱戦を繰り広げました。バレーボールでは、豪快なジャンプサー
ブ、強力なアタックやそれを見事にブロックすると場内から歓声があがりました。玉入
れではパーフェクトの100個投入が達成され、今年もチームワークの良さが光りました。
そして圧巻だったのはバスケットボールの決勝戦。男女ともフルコートで行なわれ、学
生達は、大歓声の中、冷静にフリースローを決め、息つく暇もないスピードのある走り
と華麗なレイアップ、そして３ポイントシュートの美技にギャラリーも酔いしれました。

ゲームの合間には、既に葉を落とし静かなたたずまいを見せる丘からみる札幌市を見
ながら食事をしたり談笑しながら、初冬の一日を過ごしました。（加藤）

本学の公開講座は前期・後期の年2回開催されてい
ます。後期は10月27日㈯から12月8日㈯まで、多彩
な内容で5回にわたって実施しました。本講座の目的
は、本学の教育目標が北東アジアの情勢を踏まえて
「アジアの時代にアジアを学ぶ」ことに置かれ、現代
社会の急速なグローバル化に対応した教育研究が実践
されていることや、学外の研究機関との研究交流が実
践されていることを、広く皆様にご覧になっていただ
くためです。今期のテーマは、過去における東アジア
の社会・文化事象や、東アジアと世界との繋がりに焦
点を当てたことから、「東アジアの時空間を読む」と
しました。また講師陣は、中国国務院直属である中国
社会科学院の研究者、本学の協定校である中国からの
交換教授、学外の専門家の方々、本学の教授でした。
講師の中で中国社会科学院の姚枝仲先生は、中国の経
済成長率は「新常態」を背景として、当面は5％が維
持されることを予測されました。また「中所得国の
罠」回避の方策として、金融危機へのリスク回避、環
境保護、貧困撲滅を挙げられました。加えて、今後の
経済政策としては、企業の研究開発への支援による

東 アジア社会の時空間を読む
2018年度 後期公開講座

イノベーションや国際的技術交流の促進を強調され
ました。なお、昨年度からは、道民が自発的に学習
し、21世紀の北海道を支える人材育成のために設立
された道民カレッジの連携講座となっています。限ら
れた回数ではありますが、本講座が知識の修得のほか
に、日本を含めた東アジアにとどまらず、世界の人々
の相互理解および国際交流へとつながることを期待し
ています。今後とも、多くの方々の積極的なご参加を
お願い申し上げます。（田辺）

●北極海航路における北海道の位置づけと役割
　日本データーサービス株式会社執行役員副社長　川合 紀章第１回

10月27日 ㈯ ●植民地女学校の少女たち
　―京城公立第一高等女学校生の植民地体験―　
　北海道情報大学メディア学部教授　広瀬 玲子

●中国マクロ経済の政策と現状
　中国社会科学院 世界経済政治研究所副所長　姚 枝仲

第２回 
11月10日 ㈯

●習近平政権の対外戦略と対外行動
　早稲田大学政治経済学部助教　吉川 純恵

● 日本にのみ伝わる中国古典『 玉燭寶典 』について
　山東大学（威海）文化伝播学院副教授・本学交換教授　朱 新林

●グローバル経済と税のメカニズム
　北海商科大学准教授　中西 良之

第３回 
11月24日 ㈯ ●仏教東漸：中国は仏教から何を学んだか

　前埼玉工業大学教授　土山 泰弘

●日本の文化的特質とは何か
　北海商科大学教授　西川 博史

●日本型DMOの本質的課題
　北海商科大学教授　伊藤 昭男

第４回 
12月1日 ㈯

第５回 
12月8日 ㈯

■�日時：平成30(2018)年 10月27日・11月10日・11月24日・12月1日・
12月8日（全５回、10：30～12：30）

■場所：本学１号館８階会議場　　
■参加対象：一般市民（学生を含む）

体 Photo Gallery
育祭 & 北海商科祭

公
開
講
座
第
２
回
、姚 

枝
仲
氏（
中
国

社
会
科
学
院
世
界
経
済
政
治
研
究
所
副

所
長
）に
よ
る
講
演

パ
シ
ュ
パ
テ
ナ
ー
ト
の
修
行
僧
（
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ド
ゥ
ー
）
た
ち
と
歓
談
後
の

記
念
撮
影
（
ネ
パ
ー
ル
）
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学生数 教職員数 総数

2010/H22 94 112 206

2011/H23 116 85 201

2012/H24 114 80 194

2013/H25 104 43 147

2014/H26 116 39 155

2015/H27 91 35 126

2016/H28 54 43 97

2017/H29 83 58 141

2018/H30 39 10 49

延 811 505 1316 人

項目 件数 詳細

体調不良 247 かぜ症状、貧血、意識消失、休養希望など
キズ・ヤケド・

炎症
159 キズ、化膿、靴擦れ、ヤケド、虫刺されなど

痛み・諸症状 138 頭痛、胃痛、腹痛、腰痛、生理的、足、歯など

トラブル 57 コンタクト、棘、鼻出血、爪、眼など

打撲・捻挫など 51 皮下出血、腫れ、腱鞘炎、筋肉痛、突き指など

計測 12 身長、体重、血圧、胸囲など

アレルギー 7 蕁麻疹、アトピー、発赤、ぜん息、ヘルペスなど

その他 13 爪切り、嗄声、病的発作、ほてり、被服破損など

サポート 14 健康相談、カウンセリング、経過報告、生活相談など

食事は健康の基本です！ 健康への環境づくり。備えが肝心です

医務室から『二十代の健康』⑫
「医務室の利用状況」

医務室 二瓶 妙子

一年間を通してみると、春と秋の季節の変わり目には腹痛、頭痛、体調不良などの感染
を原因とした症状を訴えて来室されることが多くなります。夏の時期になりますと熱中症、
暴飲暴食、夜更かしなどで体調を崩し、ベッドでの休養を希望するということも。これも
毎年変わりません。またこの時期、自転車での登校、あるいは徒歩にしても転倒などで出
血を伴うキズを負い痛そうに医務室に来られる例が必ず1〜2件あります。体中擦過傷と
いう例もありました。ヤケド（熱傷）も意外と多いのです。深いキズの場合などは跡が残
らない様に処置することに集中します。熱中症、低血糖、アレルギー等なども、暑い時期
に多い症状のように思います。

注意が必要なのはポカリ等の糖分の多い飲料を喉が渇いたといって空腹時に一気に飲ま
れることです。これは、人によっては急激な血糖上昇とそのリバウンドによる低血糖を引
き起こし「危険」です。“冷や汗が出る”くらいで済むならよいのですが、意識消失などと
いう大事は避けたいものです。

医務室の目標は、来られた皆さんが元気になって帰っていくこと。皆さんが「安心でき
る」環境づくり。そんな思いで日々対応しています。

平成22(2010)年の開設から、医務室を利用した延数は10月17日現在で1,316人です。
それを下記に一覧で示しましたが、右は学生利用の主な内訳です。

平成30（2018）年

12/25火	 振替講義日（月曜日）

12/27木	 冬季休業開始

平成31（2019）年

1/8火	 冬季休業終了

1/9水	 講義再開

1/17木	 振替講義日（月曜日）、

	 卒業論文提出期限

1/19土・20日	大学入試センター試験

1/30水	 振替講義日（土曜日）

2/1金	 後期講義終了、

	 成績・採点締切

2/2土	 学年末休業開始、成績開示、

	 成績・採点異議申し立て受付

2/4月	 成績・採点異議申し立て受付終了

2/8金	 一般入学試験

2/13水	 一般入学試験

2/21木	 一般入学試験合格発表、

	 センター試験利用入学試験合格発表（Ⅰ期分）

3/1金	 卒業生発表

3/8金・9土	 後期修学指導面談②（予定）

3/12火	 センター試験利用入学試験合格発表（Ⅱ期分）

3/18月	 卒業証書・学位授与式、卒業生を送る会

3/21木	 学年末休業終了

3/22金	 新3年次ガイダンス（午前）、

	 新2年次ガイダンス（午後）

3/25月	 新4年次ガイダンス（午前）、

	 新2年次履修登録（午後）

3/26火	 新3年次履修登録（午前）、

	 新4年次履修登録（午後）

3/27水	 履修登録訂正日（全学年/午前）

3/28木	 履修登録訂正日（全学年/終日）

学校法人北海学園主催による平成30(2018)年度浅羽祭が10月22日㈪に、ご遺族、大
学・高校関係者、学生・生徒の代表など約40名程が参列し、執り行われました。浅羽祭
は本学園創立功労者である浅羽靖(あさばしづか)先生の名を冠し、この１年間にご逝去さ
れた北海学園教職員ならびに学生・生徒の御霊を、ご遺族・関係者参列のもと慰霊するも
のです。（葛西）

2009年に中国浙江大にて中国古典文献学で博士号を取得
し、日本留学などを経て2013年から山東大学威海校文化メ
ディア学部に着任しました。

2017年には、山東大の青年学者未来計画のメンバーに選
ばれました。2009年9月から翌年9月と、2016年9月から翌
年8月までの計２年間、中国政府留学基金委員会の助成プロ
グラムにより、早稲田大学文学研究科に研究滞在しました。

朱 新林 先生
シュ　シンリン

『 戦後日本経済的成敗啓示 』
（戦後日本経済の成功と挫折の経験）
 石原享一  著　肖燕・梁憬君 訳
 2018年10月╱世界図書出版公司・北京

換教員紹介交

主任 浜田 圭吾 ［ハマダ ケイゴ］

北海学園大学法学部Ⅰ部政治学科卒
北海学園大学入試課、本学学生支援・
キャリア支援・入試広報の係を経て現
在、教務・国際交流を担当

リニア・鉄道館にて（名古屋市）

●趣味
プロ野球観戦(横浜DeNAベイスターズファン)、旅行、アウトドア(自称)などです。

●学生へのメッセージ
“俺は授業に一度も出ないで試験一発で大学卒業したぜ”というような｢武勇伝｣。親

戚の兄さんとかアルバイト先の店長さんとか、学生の皆さんよりも年上(おそらく昭
和生まれ）の方がアツく語っているのを聞かされたことがあるかもしれません。しか
し、平成も終わる今、本学でも自動出席管理システムが導入されているように大学
は変わり、現在では授業の出席は単位修得のため当然必要とされています。授業で
も“事前に準備したうえで臨み、授業では積極的な参加をし、事後に振り返る”という
ような受け身ではない学修が求められてきています。来年には平成どころか21世紀
生まれが入学してきます。｢昭和生まれの武勇伝」に惑わされず、平成の次の時代で
活躍できるように、大学でもプライベートでも積極的に行動して充実した学生生活を
送ってほしいと思っています。

■教務センター・国際交流センター

刊
紹
介

新中国古代の秦・漢の文献学や目録学を研究しています。特
にここ数年は、日本各地に所蔵されている中国古典の調査・
研究を進めており、中日両国の文化交流に少しでも貢献でき
ればと考えています。

中日両国の友好は、過去と現在の対話であるばかりでなく、
未来へ向かうべきものだと考えています。中国の古典が日本
に伝わったことは、中日文化の友好交流の歴史を反映してい
ます。北海商科大と山東大威海校は、友好交流を行う大学と
して、留学生の相互派遣を続けてきました。これは中日両国
の若者が相互理解を深める機会であり、とても有意義な活動
です。両大学は、中日文化交流のために、より大きな貢献を
行う義務と責任も負っています。交換教授として、中国語教
育や中国文化の分野で、交流を深めることに私も貢献したい
と考えております。

 医務室の利用数（重複あり） 学生の主な利用状況（2010〜2018.10.17現在）

｢ より充 実した 環 境 で 教
育研究活動や留学生の派
遣・受け入れができるよ
う取り組んでいます｡」

山東大学(威海)
文化メディア学部 副教授
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浅羽祭挙行される

STAFF NOW !

行事予定


